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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・観光論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

就職委員会委員、個人情報保護管理委員会委員、キャリア教育委員会委員、
居合道サークル顧問、サークル・旅と鉄道顧問、ソフトボールサークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

地理学科３年次ゼミでは、野外巡検にあたり報告書『山形巡検報告書－山形市とその周
辺の地域調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第19号,2017年)の企画・指
導・引率を行ったが、今年度は受講生の積極的執筆のおかげで無事に編集・発行するこ
とができた。
その他：関西大学文学部(前期：歴史地理学担当)、
関西大学大学院文学研究科博士課程前期(後期：歴史地理学研究Ｂ担当)、
京都大学大学院文学研究科(文学部)(地理学特殊講義／前・後期)に各々出講した。

【委員等】愛知県史調査執筆委員
【学会役員等】人文地理学会会計常任理事(2017年10月まで)・同理事(17年11月～)、
歴史地理学会評議員、鉄道史学会会計監査(17年10月まで)・同編集理事(17年11月～)
【市民講座等】大阪企業家ミュージアム「大阪の鉄道と企業家」(9月)、
奈良学友会関東支部研究発表会「明治・大正期の『府県写真帖』の世界」(2月)

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

歴史地理学・交通地理学、植民地鉄道史・写真史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

【競争的資金獲得】
平成28～32年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「『満州国』期におけ
る満鉄の輸送と地域変容」(研究代表者)
平成29～28年度前同基盤研究(Ａ)「日ソ戦争および戦後の引揚・抑留に関する総合的研
究」(研究代表者：北海道大学大学院文学研究科教授・白木沢旭児、研究分担者)

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、奈良地理学会、経営史学会、
社会経済史学会、日本産業技術史学会、地方史研究協議会、交通史学会、
北海道東北史研究会、鉄道史学会、日本植民地研究会

「満洲」における植民地輸送史の研究
近代日本の地理写真史の研究

授業科目

学部担当科目

・地理学講読・調査法(八)（通年）
・地理学演習(八)（通年）
・地理学卒業演習(八)（通年）
・交通地理学(前期)
・人文地理学概論Ⅰ（前期）
・日本地誌Ⅰ(前期)
・日本地誌Ⅱ(後期)

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・途上地域特論(通年)
・地誌学演習Ⅰ(通年)
・地誌学演習Ⅱ(通年)
※上記のうち「地誌学演習Ⅰ・Ⅱ」は受講者なしにつき
「不開講」



単著

単独

単著

単著

2017年7月

第25回日本植民地研
究会全国大会(自由
論題報告　於・立教
大学)

政治経済学・経済史
学会『歴史と経済』
第 237号

歴史地理学会『歴史
地理学』第59巻 3号

2017年10月

2017年7月

今西一・飯塚一幸編
『帝国日本の移動と
動員』大阪大学出版
会

2018年1月
1930年代の満洲産業移民構想を本学
図書館所蔵資料を軸に明らかにした
もの

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

②

③

標記図書に関する書評

標記図書に関する書評

「満洲国」期の産業開発五箇年計画
と満鉄貨物輸送との関係を、統計資
料の分析を軸に地域構造との関係か
ら議論した。

①書評　中西聡『旅文化と
物流―近代日本の輸送体系
と空間認識』

③

（その他）

②書評　小林茂編『近代日
本　の海外地理情報収集と
初期外邦図』

③

（学会発表）

②

①「満洲国」期の鉱工業と
満鉄貨物輸送

③

①満洲鉱業移民構想の成立
と挫折―北票炭鉱と鶴岡炭
鉱の事例から―

②


